
みなさんこんにちは！コロナ禍以降、様々な変化が予想以上の速さで起こっています。この変化に対応するためには、努力を
続けるしかありません。「努力にまさる天才はなし。」古くから言われる言葉ですが、どんなに才能があっても、努力をすることを
辞めれば努力し続けるものにはかなわない、と示唆してくれています。こんな時だからこそ努力を続けたいと思います。
さて、業界の進歩発展に貢献できるよう、皆様のお役立ちにプラスされる情報を目指して、今号もお届けいたします。
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黒御影石の水垢除去にオススメ
　石材やタイルなどのメンテナンスに関するお問い合わせを、頂くことが増えてきました。一般的に水垢を除去
するためには酸性の薬品をお勧めすることが多いですが、酸性のため石材のツヤ逸脱に注意をしなければなり
ません。特に黒御影石に使用しますとツヤを逸脱してしまい白っぽくなってしまうことがあります。
　今回は薬品以外で黒御影石に付着した水垢を除去する方法をいくつかテストを踏まえ検証してみました。
　今後の黒御影石の水垢の除去の時に参考にしてください。

　水垢など汚れの状態（経年が大きいほど汚れ度合いも大きい）により、上記の３点でも対応できない場合もありますので、お困りの時は
当社にお気軽にお問い合わせください。

1 乾式ダイヤでの研磨

2 ファイバークリーナー

　石.NEWS vol.61でご紹介いたしました乾式ダイヤを使用した水垢除去作業が有効です。乾式対応で水が不
要なため、どのような現場でも作業が可能です。サイズ・粒度も多様にあるため面積や研磨箇所に応じて対応で
きます。またディスクグラインダーなどの機械を使用しますので、広範囲の作業でもスピーディーな対応が可能で
す。しかし研磨していることで必然的に従来のツヤを落とすことに
なるため、ツヤを戻すための研磨工程も必要となります。検証の水
垢は＃3000でも表面的な除去は可能でした（程度により粗い粒
度での対応も必要）が、少し痕が残る感じですので2～3の研磨工
程は必要となります。
　水を使用できる状況であれば、通常のフレキシブルダイヤによる
湿式での研磨でも水垢を除去することが可能です。

　グラスファイバーを素材とした水垢取りです。手軽にどこでも作
業ができるため評判も良いです。ワーク面を洗浄した後、水をかけ
ながら墨と同じように水垢を擦って落とします。平面はもちろんの
こと、立ち上がり部分や隅っこなどの狭い箇所も対応できます。表
面的な部分を削るため水垢の痕が残ることもあります。比較的
ワーク面を傷つけにくいため、手軽な作業としてはお勧めです。

3 アケポリッシュ
　　　　 （液体コンパウンド）

　液体コンパウンドと手磨きバフをセットとした商品です（石.
NEWS vol.42でも紹介）。擦り傷隠しなどとして重宝されておりま
すが、水垢除去にも対応できます。ワーク面を水で洗浄（ホコリな
どを予め除去）した後、適量の液体コンパウンドを付属の研磨バフ
で磨いていきます。粒度の細かなコンパウンドなためツヤを大きく
逸脱することなく、石材そのものを傷つけず水垢を除去します。ま
た水垢痕も残りません。
　何分手磨きのため作業範囲は限られますが、水垢のみならず外
的な汚れや、すり傷には対応できます。

レインボーイレーザー
黒御影の虹焼けを除去する商品として開発されましたが、水垢を除去する
ことも可能です。
水洗浄をしっかりした後、水を掛けながら擦るときれいに水垢を除去する
ことが可能です。



商品についてのお問い合わせ・ご注文等は、お近くの石材工具販売店様までお問い合わせください。

TOUEIドットニュースは、メールでいち早く配信しております。配信をご希望の場合は、web@touei.ne.jp へ、
メールの本文欄に会社名・お名前をご入力の上、送信ください。（右側のＱＲコードで、上記のメールが開きます）

　墓石の建立時に使用されております、微調整用のテコ「燕返し小次郎」より新しい仲間が増えました。
　その名も「燕返し小次郎SNC」。墓石上台の微調整にはショックレスハンマーやテコなどを用いて微調整しながら合わせていきま
す。しかしハンマーはある程度振りかざせるスペースが必要となり、またテコは調整時に石自体を欠けさせたりすることも少なくあり
ませんでした。そんなお悩みを解決するべく「燕返し小次郎SNC」はテコの刃先を薄くし、釣り針と同じような返しを設けることで石
の隙間に5～10㎜程度差し込むだけで上台を前後左右に簡単に動かすことが可能です。またその効果により石を欠けさせることを
軽減させております。

PART1．コロナ感染
　当社のFB（http://www.facebook.com/touei.kenzai/）でも報告を致しまし
たが、福建省でコロナが発生し福建省内での移動が制限されました。中国は日本の
ウイズコロナではなく、あくまでもZEROコロナを目指していますので、感染者が出る
と感染者の周りだけでなく、訪問先もすべてロックアウトしその地区の住民の全員を
PCR検査します。幸いなことに墓石工場の多い宗武地区では感染者が発見されな
かったようですが、厦門では数名発見され、厦門への移動が制限されました。
　最新の情報によりますと新規感染者はその後発見されておらず、国慶節明けより
学校も通常に再開され、日常生活が戻るようです。

PART２．電力不足問題
　コロナ以上に心配なのが、電力不足問題で
す。電力不足の原因はさておき、石材工場が多
い福建省では、基本的に3日に2回ペースで計
画停電が行われています。
　工場は稼働できないことが多いために、自家
発電による生産を行っています。そのため、納期
の遅延が発生することが予想されますので、納
期に関して十分に注意することが必要です。
　また、コロナに伴う経費高に加え、自家発電
等による経費増加のために値上げが検討されて
いると聞いています。停電がいつまで続くのかに
より状況は変わってきますが、年末年始に向け
て注意が必要です。
　最新情報は当社のFBやHPでUPするように
していきますので、ご覧ください。

中国の最新状況

燕返し 小次郎SNC


